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敷砂利工（RC-40-0）t=10cm

耐震性貯水槽(鋼製)

仮設敷鉄板(1.5×6.0×22)

15枚

A=8.0*14.9=119.2m2

平成２６年度　　　耐震性貯水槽設置工事
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※埋設深さは、各行政機関等の打合せにより決定すること。

※マンホール種類、天端レヘ゛ル、補強コンクリートは

　打ち合わせにより決定すること

※基礎ヘ゛ース寸法は、浮力条件及び客先仕様により決定する。

（基礎ヘ゛ースは　浮力＞地盤反力時のみ必要となる）
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保護ゴムシートＢ
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梯子
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FRP又はアルミ
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M16

W120×t3

W400×t9

Ｍ24

20A～50A

現場打ち又は調整リング

客先仕様による

寸切りホ゛ルト、ナット、マンホール取付のときに使用

固定バンド用

内作品

オプション（今回付属）全長は埋設深さで変わる

オプション（今回不要）
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□１２００（補強コンクリート）

ｈ寸法の参考値  ＪＧＭＡ規格準拠品…２００

（マンホール受け有仕様　参考図）

補強コンクリート部断面詳細
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※縮尺:FREE
寸法は部品図419-003参照の事

集水ピット（溶接仕様 又は STPY仕様）

参 考 図
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（ 胴長）

（ 内部全長）
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吸管投入孔
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※縮尺: FREE

寸法は部品図419-002参照の事

調整金具は左記のいずれか
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調整金具に取付の場合⑦

⑦投入孔に取付の場合

調整金具に取付の場合⑦

⑤

⑥調整金具　 受有・ 溶接仕様

内径φ619t6 t6
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t6 内径φ624 t6

1300

1300

胴部溶接部　（１/２） 胴部材軸方向溶接継手部　（１/２） 胴部溶接部（現場接合部分）　（１/２） 補強リング溶接部　（１/4）

吊金具溶接部　（１/10）

※塗装仕様の場合は全周溶接とする

鏡部溶接部　(1/2)

梯子取付金具溶接部　（１/20）

寸法・取付位置等詳細は、
図番：419-007を参照の事

8422

9352

9364

参 考 図

※1 3048巾の板×2枚、1524巾の板×2枚、762巾の板×1枚でも製造可能とする。

※2　溶接棒は、以下の相当品を使用する事。
　 　SS400仕様でアーク溶接の場合 ：JIS Z3211 E4319U
　 　        　  　　　   　　　　　  　又は E4316U

　 　     　　　　　　　　　　及び JIS Z3352 SFMS1

　 　SS400仕様で半自動溶接の場合 ：JIS Z3312 YGW11

　 　SS400仕様でサブマージの場合 ：JIS Z3183 S501-H
　 　     　　　　　　　　　　又は JIS Z3313 T49J0T1-1CA-U

※縮尺:FREE

投入孔に取付の場合⑦

⑥調整金具　受有・ＳＴＰＹ仕様
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長　 　 さ 本　 数

800

5760

830

□1000 □1000 □1000

⑧

継手詳細　

40d以上

25d以上

※継手長さは40d以上、 隣合う継手の位置は25d以上とする。

3
5
0
以

上

n=16,L=800

n=8,L=700

n=25,L=2700

n=6,L=9600 n=4,L=5760

100

32@300=9600

総 重 量

※　D13、SD295以上を使用
※　鉄筋重量表は継手を考慮しない場合の重量としている。
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鉄筋加工図
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（21N/mm 以上）
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平面図

B-B断面図
A-A断面図

配筋図

（1／１０）アンカーボルト詳細図
※鉄筋に結束のこと

又は鋼材加工品
（板厚＝6t以上）
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